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ドイツー旧東ドイツ地区･ザクセン･アンハルト邦一における

初等科学教育の変遷

田中 賢二

旧東 ドイツ地区 ･ザクセン･アンハルト邦に焦点を当て,初等教育段階における科学教育

がどのように変化してきているのかを,新旧の学習指導要領などを手がかりにして,明らか

にした｡教科 ｢郷土及び事象教授｣の分野 ｢自然との出会い｣から教科 ｢事象教授｣の分野

｢自然科学｣へ,3階層から2階層構成へ,2ヶ年や4ヶ年で達成される目標 ･内容区分へ

の変化があり,授業時数の指示はなくなった｡新旧テーマから物理化学分野 ･保健分野の組

み入れを,目標そして内容から旧教科 ｢学校園｣の吸収を窺い知れる｡資質能力 (コンビテ

ンシー)志向という新学習指導要領の特徴は,目標:内容に関わる資質能力において,状況

に応じた応用力を求めている表現などに兄いだされる｡
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l.はじめに

ドイツの教育は,第二次世界大戦終結 (1945),

東西ドイツ分裂 (1949),統一 (1990)そして,E

U発足 (1993)という激流の中で揺り動き,基礎学

校 (4年制のグルントシューレ)で行われている初

等科学教育も,変遷を遂げている｡

既に,筆者らは,ほぼ1980年代始めまでの (西)

ドイツの初等科学教育の変化や意味を,バイエルン

邦,ノルトライン･ヴェストファーレン邦,シュレ

スヴイヒ･ホルシュタイン邦に注目し,明らかにし

てきた'･2'｡また,1980年代中頃の時点で,東 ･西

ドイツの初等科学教育を,社会主義の理念とドイ

ツ･ワイマール期の教育伝統という視点から比較考

察してきた3)｡

東ドイツが邦を復活し,西ドイツに編入する形で,

ドイツ統一が達成されて以降,10年以上を過ぎた

今日,旧東ドイツ地区のチューリンゲン邦に焦点を

当て,いわゆる西ドイツ化の中での初等科学教育の

変遷を,また,チューリンゲン邦の南隣,旧西ドイ

ツ地区 ･バイエルン邦に再び焦点を当て,初等科学

教育の変遷を,明らかにしてきた4･5'｡加えて,ド

イツ･バイエルン邦の東隣,オーストリア (共和国)

にも焦点を当て,オーストリアの初等教育段階にお

ける科学教育の現状を,ドイツ･バイエルン邦との

比較の視座に立ち,明らかにしてきた6'Oさらに,

オーストリアとスイス (連邦)とに挟まれたドイツ

語を公用語とするミニ国家 ･リヒテンシュタイン

(侯国)に焦点を当て,初等中等教育段階における

科学教育の現状 7'も,スイスードイツ語圏ベルン

邦一における初等科学教育の現状8'も,明らかにし

てきた｡

引き続き,本稿の具体的な目的は,チューリンゲ

ン邦の北隣に位置し,ともに旧東ドイツ地区である

ザクセン･アンハルト邦に焦点を当て,初等教育段

階における科学教育が,どのように変化してきてい

るのかを,新旧の基礎学校学習指導要領 (1993･

2005)9-13-などを手がかりにして,明らかにするこ

とである｡

なお,連邦構成16邦の一つ,ザクセン･アンハ

ルト邦は,邦都マクデブルク (Magdeburg)の他,

独立市 (Kreis血･eieStadt)ハレ (Halle),デッサウ

(Dessau)があり,ほぼ秋田県と山形県とを合わせ

た面積と人口とを有する邦である｡
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ll.枠組み

Il.1.学校制度

旧東ドイツ地区 ･ザクセン･アンハルト邦の学校

制度は,現在,463制である｡初等教育段階の学

校である基礎学校 (Grundschule)に続き,中等教

育段階が,就学開始学年から通算呼称で5学年から

分岐するフォーク型であり,中等教育段階は,5/
6年制中等学校 (Sekundarschule), 8/ 9年制総

合制学校 (Gesamtschule), 8年制ギムナジウム

(Gymnasium)とに分かれ,後期中等教育段階では

普通教育諸学校の上級段階の他に職業教育関係の諸

学校も存在している｡旧東ドイツの学校制度,社会

主義国の特徴の一つであった単線型から (西)ドイ

ツの学校制度,初等教育段階の学校の上に様々な学

校が接続するフォーク型に変わり,いわゆる西ドイ

ツ化がなされている｡

表1は,ザクセン･アンハルト邦の学校教育法の

第4,34条である｡
基礎学校からギムナジウムへの進学は,最終4学

年における国語と数学の統一学力試験の結果などに

基づく内申 (推薦書)に従い,入学試験は例外であ

る｡さらに,初等科学教育の成績は,進学に関係し

ていない｡

Il.2.教科 ･週授業時間数

表2,3,4は,初等教育段階 :基礎学校の旧,

暫定 (2003-),新 (2005-)週授業時間表であ

る｡

初等教育段階の教科名に注目すると,4教科 :郷

土及び事象教授,学校園,芸術,工作がなくなり,

3教科 :事象教授,造形,英語 が新設されている｡

授業時間数に注目すると,郷土及び事象教授と学校

園との合科から事象教授が,芸術と工作との合科か

表1 ザクセン･アンハル ト邦の基礎学校,学校選

択 (進学)

第4条基礎学校
(1)第1-4学年の児童は基礎学校で授業を受ける｡基

礎学校は,授業で,基礎的な知識 ･能力を教え,共通の課

程で様々な能力を展開する｡授業では,認知 ･社会 ･情緒 ･

運動で様々な発達状態にある児童の個別的前渡が留意され

る｡

(5)教育権者は,第4学年の後の教育課程選択において,

進路推薦書を受け取る｡第4学年で,教科 ｢国語｣と ｢数

学｣との統一試験が,実施される｡

第34粂学校の選択と変更

(1)教育権者は学校制度の枠内で利用できる学校形態や

教育課程の選択権を有している｡成人になっている生徒は

自ら選択を行うO学校は選択に際して助言を行う｡

(2)教育権者は子どもの素質と能力に対応して,第4学

年後にその後の教育課程を選択する｡前期中等教育段階の

教育課程には,中等学校,ギムナジウム,稔合制学校があ

る｡第4条5項に示したように,ギムナジウム進学推薦が

得られない時に,公立ギムナジウムや公立連携型総合制学

校のギムナジウムコースへの進学は,充分な適性確認

(Eignungsfeststellung)が必要である｡適性確認と方法
との詳細は,上級学校当局が,規則で定める｡私立学校は

同様な適性確認を行いうる｡

ら造形が作られたことになり,郷土及び事象教授と

学校園の授業時間数合計と事象教授の授業時間数と

を比較すると,1-4学年で2･3･4･5計14

であったのに対して全ての学年で3か4計12-16

に変わった｡第1学年における増加とともに,学校

裁量が認められたことになる｡

科学 (理科)が,独立教科を設定されていないま

まである｡日本の小学校教科 (1-4学年)との対

応からすれば,郷土及び事象教授,事象教授が生活

(1-2年) ･社会,理科 (3- 6年),道徳,総合

的な学習の時間,特別活動などの機能を稔合した教

表2 初等教育段階 :基礎学校の旧週授業時間表

ShndenzahlimJahrgang学年 1 2 3 4 計

Heimat-undSachunterricht郷土及び事象教授

schulgarten学校園 ｢ - - 1 1 2

Werkunte汀icht工作 1 1 1 2 5

Musik/Kunsterziehung音楽/芸術 3 3 3 3 12

Sportスポーツ 2 3 3 3 ll

Ethiknnterricht/Religionsunterricht倫理/宗教 2 2 2 2 . 8

Pflichtstundenzahl必修授業時間数計 21 22 23 25 91

F6rderstunden/Arbeitsgemeinschaften補習/クラブ 1-2 1-2 1-2 1-2 4-8
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表 3 初等教育段階 :基礎学校の暫定週授業時間表 (1.8.2003から)

StundenzahlimJahrgang学年 1 2 3 4 計
Deutschドイツ語 7 7 7 7 28

Heimat-undSachunterricht/Schulgarten郷土及び事象教授/学校園 3-4 3-4 3-4 3～4 12-16

Mathematik数学 5 5 6 6 22

Kunsterziehung′Musik′Werken芸術/./音楽/工作 3-5 3-5 3-5 3-5 12-20

Sportスポーツ 2 2-3 2-3 2一一3 8-ll

E也ikunte汀icbt/Religionsunterricht倫理/宗教 1-2 1-2 1-2 1-2 4-8

Englisch英語 - - 2 2 4

Schulspezi丘scheUnterrichtsangebote学校裁量 1-2 1-2 1-2 1-2 4-8

表 4 初等教育段階 :基礎学校の新週授業時間表 (1.8.2005から)一未変更部分省略-

S山ndenzablimJahrgang学年 1 2 3 4 計

Musik音楽 1-2 1-2 1-2 1-2 4-8

科に相当していることになり, ドイツー旧東 ドイツ

地区 ･ザクセン ･アンハル ト邦 一における初等科学

教育は,旧教科 ｢郷土及び事象教授｣,新教科 ｢事

象教授｣に注目していくことになる｡

前期中等教育段階 (中等学校)に至って,科学関

連諸教科,4教科生物 Biologie(第5-10学年,揺

業時間数計9),物理 Physik(第 6-10学年,授業

時間数計 10),化学Chemie (第 7-10学年,授業

時間数計 6),天文Astronomie (第10学年,授業時

間数 1)が設定されている｡なお,義務教育 9年間

に限れば,科学関連諸教科は, 3教科生物,物理,

化学となる｡

表 5は,ザクセン ･アンハル ト邦 ･基礎学校 ･科

学を含む教科の新旧学習指導要領の概要である｡

ザクセン ･アンハル ト邦 ･基礎学校 ･科 学を含む

教科の旧学習指導要領は,12年間有効であったこ

とに な る｡ 旧 か ら新 で , 学 習 指 導 要 領 大 綱

(Rahmenrichtlinien)から学習指導要領 (Lehrplan)

に変更 したに拘わらず,分量はA5判82頁からA

4判18頁に減少 している｡

Ill.初等科学教育

"I.1.分野 ･区分 ･テーマ

表 6は,ザクセン ･アンハル ト邦の初等教育段階

において科学教育 を含む旧教科 ｢郷土及び事象教

表5 ザクセン ･アンハル ト邦 ･基礎学校 ･科学を含む教科の新旧学習指導要領データ (概要)

Herausgeber編者 KultusminnisteriumdesI.andesSachsen-Anhalt文部科学省

Tite1正式標題 RahmenrichtlinienGrundschule,Heimat-undSachuntemichtLehrplanGrundschule,Sachunterricht

基礎学校学習指導要領大綱.郷土及び事象教授 基礎学校学習指導要領.事象教授

EinRihrungsjahr導入年 1993 2005

Fomat判 A5 A4

表 6 初等教育段階における科学を含む新旧教科の構成 (分野)

旧教科 ｢郷土及び事象教授｣の分野 (Lernfeld) 新教科 ｢事象教授｣の分野 (Bereich)

1.ZusammenlebeninderGemeinschaft社会における共生 1.Sozia1-undkulturwissenschaRlicherBereich社会.文化科学分野

2.BegegnungmitderNatur自然との出会い 2.RaumbezogenerBereich空間分野

3.0rientierenimRaum空間における指導 3.VerkehrsbezogenerBereich交通分野

4.UmgangmitZeit時間とのつきあい 4.NaturwissenschaftlicherBereich自然科学分野
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授｣,新教科 ｢事象教授｣の構成を示している｡

新旧両教科ともに, 5つの分野からなる｡第 2と

第 4とで順番は異なるが,｢自然 との出会い｣ と
｢自然科学｣とが科学教育であると言ってよい｡｢自

然との出会い｣から ｢自然科学｣へ,学習分野区分

から (専門科学)分野区分への変化である｡

次に,初等科学教育 と見なしたこの 2つの分野

｢自然との出会い｣｢自然科学｣の内部構成を,表7
にまとめて示す｡

旧初等科学教育は,3区分 ･計12テーマで,新

初等科学教育は,計4テーマで構成されており,3

階層 (分野 ･区分 ･テーマ)から2階層 (分野 ･テ

ーマ)構成への変化である｡

これら新旧テーマ,12テーマと4テーマとの対

比からは,物理化学分野 ･保健分野の組み入れを見

出しうる｡また,｢郷土の動植物｣から ｢植物 と動
物｣への変化は,｢郷土及び事象教授｣から ｢事象
教授｣へという ｢郷土｣の脱落に軌を一にしている｡

なお,教科 ｢学校園｣の吸収は教科 ･区分 ･テー

マで見る限り,分からない

表8は,旧学習指導要領における教科 ｢郷土及び

事象教授｣の分野別 ･区分数,分野/学年別 ･テ-

表 7 新旧初等科学教育の分野 ･区分 ･テーマ

旧初等科学教育 :｢自然との出会い｣の3区分.計12テーマ

Rahmenthemen区分 1学年 2学年 3学年 4学年

UmgangmitPflanzen-PnanzenundTiere-WeitereZimmerpflanzen-Haustiere家畜 -Erhaltbedrohterheimischer

undTieren inderWohnung住 undHaustiereその他 TiereundPflanzen郷土の絶滅危供

動植物とのつき合い まいの中の動植物 の室内用観賞植物と家畜 動植物の保護

HeimischePflanzenumd-ImGarten庭で -AufWiesenundin-AufFeldern畑で -ⅠnWaldern森で

′nere Anlagen牧場と公園 -WirvergleichenundordnenPflanzen

郷土の動植物 で undTiere動植物を比較し分類する

Wettererscheinungen -Wetterbeobachten -DerTagbogender⊥WasserinunsererUmwelt身の回

気象現象 天気を見る Sonne太陽の日周 りにおける水

新初等科学教育:｢自然科学｣の4テーマ

1.Lu氏-Feuer-Wasser-Boden空気.火.水.土

2.We仕erundJahreszeiten天気と季節

3.PflanzenundTiere植物と動物

表8 旧学習指導要領における教科 ｢郷土及び事象教授｣の分野別 ･区分数,分野/学年別 ･テーマ数 ･

授業時数

学習分野 区分数 第 1学年 第2学年 第3学年 第4学年 計 %

テーマ数

1.社会における共生 3 5 5 5 4 19 33.9

2.自然との出会い 3 2 3 3 4 12 21.4

3.空間における指導 0 3 1 1 1 6 10.7

.4.時間とのつきあい 2 0 3 2 4 9 16.1

5.人間生活の保証 2 3 2 3 2 10 17.9

区分数ないしテーマ数計 10 13 14 14 15 56 100.0

% 23.2 25.0 25.0 26.8 100.0

学習分野 授業時数 計 %

1.社会における共生 9 12 20 30 71 25.2

2.自然との出会い 7 12 20 30 69 24.5

3.空間における指導 7 8 15 20 50 17.7

4.時間とのつきあい 0 10 10 20 40 14.2

5.人間生活の保証 7 10 15 20 52 18.4

授業時数計 3.0 52 80 120 282 100.0
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マ数 ･時間数である｡

旧初等科学教育 ｢自然 との出会い｣ は,旧教科

｢郷土及び事象教授｣のテーマ数の割合で 2割程度,

時間数の割合で 1/4程度であるといえる｡なお,

｢郷土及び事象教授｣の各学年におけるこの授業時

数合計 と週授業時間数 (表 2)とが単純な対応を示

していないのは,学年によって年間の授業時数が同

じでない (例えば,第 1学年15時数や第 4学年30

時数)などによると考えられる｡

一方,新教科 ｢事象教授｣では,そもそも,テー

マを準備 しているのは ｢交通｣の 2テーマと ｢自然

科学｣の4テーマだけであり,5分野の全てでテー

マを設定 しているわけでなし,テーマ別などの授業

時数の指示 もされていない｡そこで,新初等科学教

育 ｢自然科学｣については,新教科 ｢事象教授｣の

中で占める割合を見積 もることができない｡授業時

数の指示がなくなった｡

日.2.目標

初等科学教育の 目標の変遷を見るために,まず,

旧初等科学教育,つまり,旧学習指導要領における

教科 ｢郷土及び事象教授｣の分野 ｢自然との出会い｣

の目標に目を向ける｡表 9が,その12テーマにお

け る12意 図 (目標 )Ⅰntentionen,計 67目標

Lernzieleであ り,表10が,分野別 目標の数,割合
である｡

表 9 旧初等科学教育の目標 : ｢自然 との出会い｣の12テーマにおける12意図 (目標),計67目標

12テーマ 12意図 (目標) 計67目標

1 住まいの中 生徒は,観賞植物と家畜が 1.植物は規則的な世話を何故必要とするかを認め基礎付ける

の動植物 相応しい世話を必要とする 2.室内植物の世話を実行する

生き物であることを認める 3.室内植物が装飾として役立ち喜びをもたらしうることを経験する

べきである○人間は動植物 4.郷土の動物の世話に関する喜びを感じる

の生命と健康に対して責任 5.精選した郷土の動物の知識を正確に学ぶ

を持つ洞察に道を開くべき 6.郷土の動物を如何に世話されるべきかを認め基礎付ける

である○ 7.動物は生き物であり玩具ではないことを知る

2 庭で 生徒は精選した動植物の外 1.植物は様々な季節に花を咲かせることを体験する

観と生活様式について知識 2.ある植物は栽培 .手入れされ,他の植物は駆除される訳を認める

を獲得すべきであるo庭の 3.庭の花が美しく見え楽しみをもたらすことを体験する

動植物との関わりで対応し 4.庭の様々な動植物を正確に知る

た行動様式を展開する能力を付けられるべきである○ 5.動物に対してどのように振る舞うべきかを体験し,理由付ける

3 その他の室 生徒は観賞植物の比較的自 1.他の適当な室内植物とその要求との知識を知る

内用観賞植 主的な世話をし,その際, 2.室内植物の世話を長期にわたり計画し自立的に実施する

物と家畜 必要な知識と責任感意識と 3.巧く世話した室内植物について喜びと自慢とを感じる

を示すべきである○家畜の 4.教室内で郷土の動物の世話を組織する

世話は慎重にそして人間と 5.その他の郷土の動物とその生活習慣との知識,特に,犬とネコの知識を

動物と関する衛生上の取扱 学ぶ

いに注意して行われるべき 6.犬が人間を手助けすることを体験する

であるo 7.人間が動物の生命と健康に責任を有していることを認める

4 牧場と公園 生徒は動植物を学び違いを 1.動植物への喜びを感じる

で 挙げうるべきであるo動植 2.牧草地と公園とにおいて如何なる動植物が住んでいるかを体験で知る

物界の多様性を探しだし, 3.葉物植物と木がどのような部分からなるかを知る

美しきを楽しみ,人間と動 4.精選した広葉樹の名を挙げ,再認識する

物とに対して公園施設の意 5.針葉樹がどのようで,広葉樹から如何に異なっているかを認める

義を認めるように,刺激されるべきである○ 6.牧草地で多くの植物が花咲き,動物に食料を捷僕していることを認める

5 天気を見る 生徒はある時間間隔で天気 1.温度計の構造と作用方法の知識を学ぶ

要素と現象を観察し記録す 2.温度を規則的に計り記録する

る能力を付けられるべきで 3.雲と雨の程度を決め,シンボルで示す
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にとつての意義を知るべき 2.身体部位と保護を認める

である○世話の方法を知 3.子どもの動物の餌,分娩,飼育に関する知識

る○家畜の命と健康に対す 4.どのような世話が動物の健康維持に役立つかを体験で知る

7 畑で 生徒は畑の精選した栽培植 1.どのような重要な栽培植物と野生植物が畑で生長しているかを,経験で

物と野生植物や地域の動物 知る

を知るべきである○果物の 2.どのような動物が畑におり,何を餌としているかを知る

花と事例にして植物の構造 3.簡単な食物連鎖を認める

についての基礎知識が拡大 4.果物の花の基本構造を認める

されるo 5.道具と材料とで慎重に扱いうる

8 太陽の日周 生徒は,季節のおける温度 1.四季毎の日の出とElの入りを確かめる (場合によっては,方位も)

と太陽に日周の高度,日照 2.四季毎の太陽日中高度を特定する

の長さとの関係を認識すべ 3.昼間の長さを判定する

きであるo 4.四季毎の大気温度測定を自主的に行う

5.四季毎の温度,太陽日中高度,昼の長さを対照する

9 郷土の絶滅 壁徒は,自然環境の保全が 1.栽培植物野生植物がどのような生長条件を必要としているか,体験で知

危倶動植物 郷土の動植物にとって大切 る

の煤護 であることを体験する○環 2.どのように利用しているかを認める

境汚染に注目されるべきで 3.環境障害を避けるためにどのような世話が必要とされるかを,理由づけ

ある0人間が動植物の生命 る

と健康にとって責任を担う 4.動植物が人間によって栽培飼育されていることを知る

ことという態度が一層作り上げられるべきである○ 5.動物が自然の住みかに適応していることの認識を獲得する

10 森で 生徒は森における植物の様々 1.森の中で草,潅木,喬木が生長すること,それらを区別する方法を体験

な現象を知るべきである○ で知る

これと関連して,森の種類 2.森の精選した植物の知識を学ぶ

を区別する○森の生成した 3.森の中でどのような動物が生き,何を食べているかを知る

動物の生活様式と外観を知 4.草と広葉樹の葉を標本にできる

るo自然の美しきを享受す 5.森を色んな意味で探究し,その際に,森の美しさと静けさ-の喜びを感

る能力を付けるべきであるo じる

ll 動植物を比 壁徒は,外的特徴で動植物 1.動植物の名を挙げ,よく知られた地域に配置する

較し分類す を挙げ,記載し,再認識す 2.植物やその一部を集め,標本を作る

る べきである○比較によっ 3.植物部分の共通性と差異を探す

て,共通と差異を見つけだ 4.植物が共通の特徴でもつてグループを作ることを認める

し,同じ特徴を基礎に属内 5.動物が違った形態と構成とを有することを認める

の動植物を整理する状況に 6.動物を相互に比較し,類似ないし同一特徴でグループにまとめる

おかれるべきである○

12 身の回りに 壁徒は,自然の中で水が温 1.近くの水たまり (静水と流水)の名称を挙げる

で存在しているとの認識に, 3.水が他に存在しているところ (大気,土地)を認める

観察と実験とを越えて至る 4.水の集合状態を知る

べきである○水の状態の変 5.水の蒸発,気化,液化,凝固,融解の実験を計画 .実施する

化に関する実験を計画し, 6.観察結果を読み取る

グループ学習で実施するよう,指導されるべきである○ 7.自然における水の循環を実験でもつて明らかにする

なお,1.などの番号は原文では付されていない｡
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表10 旧学習指導要領 ･教科 ｢郷土及び事象教授｣

の分野別目標の数,割合

学習分野 目標 %

1.社会における共生 100 32.5

2.自然との出会い 67 21.8

3.空間における指導 28 9.1

4.時間とのつきあい 45 14.6

5.人間生活の保証 68 22.1

表10で示した旧学習指導要領 ･教科 ｢郷土及び事

象教授｣の分野別目標の数,割合と表8で示した旧

学習指導要領における教科 ｢郷土及び事象教授｣の

分野別 ･区分数,分野/学年別 ･テーマ数 ･授業時

数とを対比すれば,大凡,授業時数当たり1つの目

樵,テーマ当たり5-6つの目標があることになる｡

12テーマに各 1つの意図 (目標)は,｢生徒は.
･･-･べきであるO(DieSchnlerinnenundScht日er

sollen--)｣という表現で統一されている｡67の

学習目標も生徒が行うべきことを示している｡

さて,新初等科学教育,つまり,新学習指導要領

における教科 ｢事象教授｣の分野 ｢自然科学｣の目

標に目を移す前に,新学習指導要領が資質能力 (コ

ンビテンシー)志向の学習指導要領kompetenzori-

entierterLehrplanと称されているように,新しい目

標観に触れておかなければならない｡

新学習指導要領の序文 (Vorwort)で ｢専門科学

の発展,各邦文部科学大臣常設会議の教育スタンダ

ード,新しい授業方法,基礎学校における生徒の個

別的な視点が,資質能力 (コンビテンシー)志向の

学習指導要領の開発を,必要としてきた｡｣と謳っ

ている｡なお,ここで触れられている各邦の学習指

導要領 (作成)指針の性格としての教育スタンダー

ドは,基礎学校 (第4学年)の国語 ･数学に対して

作成されているものの,事象教授などに対しては作

成されていない｡

専門科学の発展とは,心理学におけるいわば学力

概念の問い直しである｡表11が,学習指導要領の

中で引用しているFranzEmanuelWeinert(1930-

2001,マックス ･ブランク協会副会長,マックス ･

ブ ラ ンク心 理 学 研 究 所 所 長 ) の 資 質 能 力

(Ⅹompetenz-Competence,コンペテンツ ･コン

ピテンス ･コンビテンシー)に関する定義である｡

いわばPISA型学力やPISA的学力と喧伝されてい

る実践的応用力,人生で生きて働 く力,社会に参与

できる力,問題解決力などであり,｢資質能力 (コ

表11 資質能力 (コンビテンシー)の定義

資質能力 (コンビテンシー)は,変わりうる状況で問題解
決を成功裏にそして責任感を持って利用できるようにする
ために,認知的能力と技能,また,これに結びついた動械
付け.意志.社会的準備と能力を指している○内容.経験
分野で知識.腕前の連続的な構築によって,長期的に学ば
れ,増進されるo教科固有の資質能力 (コンビテンシー)
は,教科枠を越えた資質能力 (コンビテンシー)の育成に
とって基盤となる0日的は,行為資質能力 (コンビテンシー)
の育成であり,様々な生活状況で学んできたことを成功裏

ンピテンシー)の表現は,とりわけその複合性によ

って学習目標と違っている｡資質能力 (コンビテン

シー)は個別の孤立した学力によって表現できるも

のでない｡むしろ,学力スペクトルを含んでいる｡

あまりにも狭義に捉えた記載は,資質能力 (コンビ

テンシー)の要請を考慮できず,学習目標と似通っ

て行くであろう｡｣と解説している｡

次に,新初等科学教育,つまり,新学習指導要領

における教科 ｢事象教授｣の分野 ｢自然科学｣の目

標に日を向ける｡表13が,その内容に関わる資質

能力 (コ ンビテ ンシー)Inhaltsbezogene

Kompetenzenと4テーマにおける計29諸資質能力

(コンビテンシー)Teilkompetenzenである｡なお,

表12は,新学習指導要領 ･教科 ｢事象教授｣の分

野別,｢自然科学｣の4テーマにおける諸資質能力
(コンビテンシー)の数,割合である｡

他の分野に比べ,分野 ｢自然科学｣の継続割合%

(そして絶対数値)は大きく,4年間継続して達成

を目指す能力の割合 (そして数も)が多いことを意

味している｡また,テーマ ｢空気 ･火 ･水 ･土｣の

継続割合%は大きい,4年間継続して達成を目指す

能力の割合が多いことを意味している｡なお,テー

マ ｢天気と季節｣では,諸資質能力 (コンビテンシ

ー)の数が 1つで,4年間継続して達成を目指す能

力である｡

学年毎でなく,2ヶ年や4ヶ年で達成される目標

区分が採用された｡その対処が,他の分野に比べ

｢自然科学｣分野で,また,他のテーマに比べ,｢空
気 ･火 ･水 ･土｣で,顕著となっている｡

内容に関わる資質能力 (コンビテンシー)は,

｢-･-に際して--を使う｣｢--において･--使う｣
となっており,状況に応じた応用力を求めている表

現になっている｡ここに,資質能力 (コンビテンシ

ー)志向という新学習指導要領の特徴が反映してい

るといえる｡また,29を数える諸資質能力 (コン

ビテンシー)で,具体的な行為を明示している｡
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表12 新学習指導要領 ･教科 ｢事象教授｣の分野札 ｢自然科学｣の4テーマにおける諸資質能力 (コンビ

テンシー)の数,割合

分野 1.社会.文化科学 2.空間 3.交通 4.自然科学 5.歴史 計 割合% 継続割合%

第1.2学年 5 2 4 17 2 30 41.67

第3.4学年 8 2 5 12 3 30 41.67

第1-4学年 0 0 1 ll 0 12 16.67 20.00

計 (延べ) 13 4 10 40 5 72 100.00

実数計 13 4 9 29 5 60

継続割合% 0 0 ll.1 37.9 0

なお,4年間継続して達成を目指す能力,第1-4学年の数値は第1-2学年でも重複して数えているので,実数計はそれぞ

れ第 1-2学年の数値と第3-4学年の数値の和である｡

4.自然科学 第1.2学年 第3.4学年 第 1-4学年 計(延べ) 実数計 継続割合% 割合%

空気 .火 .水 .土 9 5 7 21 14 50.00 52.50

天気と季節 1 0 1 2 1 100.00 5.00

植物と動物 5 4 2 ll 9 22.22 27.50

自分の身体-健康維持 2 3 1 6 5 20.00 15.00

計 17 12 ll 40 29 37.93 100.00

割合% 42.50 30.00 27.50 100.00

この新初等科学教育の29の目標において,また

(sowie)を含んだ目標 :｢6.生命の前提として水
に関する言明を行い,また,事例で環境に対して水

による脅威を挙げる｣｢7.水の特性を認めたり,
また,自然の中での温度の出入りによる水の変化を

観察 ･名付ける･記述する｣｢3.汚れた水を通過
したり,また,水の節約を説明し実行する｣｢2.
健康増進生活法を挙げ,説明し,また,自らその処

置を使う｣ ;し (,),そして (und)を含んだ目

標 :｢1.季節における天気とその現象形とを観察
し,測定し,言及し,比較する｣｢2.直ぐ近くの
地域の動植物の生育条件を事情に合わせて知り,戟

察し,挙げ,言及する｣｢1.様々な郷土の動植物
の基礎的な特性,発育条件を把握し,整理し,記述

する｣でわかるように,目標に弾力性や広がりがあ

る｡ここに,複合性によって従来の学習目標とは異

なるという資質能力 (コンビテンシー)の特徴が出

ている｡

使う (anwenden)を含んだ目標 :｢4,学校園に
おける植物の成功裏の栽培の為に土と土の種類とに

ついて知識を使う｣｢2.健康増進生活法を挙げ,
説明し,また,自らその処置を使う｣は,旧初等科

学教育の67の目標 (表9参照)にはない｡逆に,

新初等科学教育の29の目標においてなく,旧初専

科学教育の67の目標 (表9参照)にはあるものは,

正確に学ぶ (genauerkennenlernen)･正確に知る

(genauerkenneれ) ･知る (wissen)を含んだ目

標 :｢5.精選した郷土の動物の知識を正確に学ぶ｣
｢4.庭の様々な動植物を正確に知る｣｢7.動物は
生き物であり玩具ではないことを知る｣｢3.葉物
植物と木がどのような部分からなるかを知る｣など

がある｡

新旧にあるbenennenを含む目標,旧 :｢1.近
くの水たまり (静水と流水)の名称を挙げる｣,

釈 :｢7.水の特性を認めたり,また,自然の中で
の温度の出入りによる水の変化を観察 ･名付ける･

記述する｣を比較すれば,ここに,Lernziele目標

からKompetenzen諸資質能力 (コンビテンシー)

への変化の一端がわかる｡

なお,学校園の吸収は,新初等科学教育の29の

目標の中で,テーマ ｢植物と動物｣の1-4学年を

通した諸資質能力 (コンビテンシー)の 1つに,

｢4.学校園における植物の成功裏の栽培の為に土
と土の種類とについて知識を使う｣があることで,

その残液を窺うことができる｡

日.3.内容の取扱い/内容

初等科学教育の内容の変遷を見るために,まず,

旧初等科学教育,つまり,旧学習指導要領における

教科 ｢郷土及び事象教授｣の分野 ｢自然との出会い｣

のHinweisefClrdenUnterricht内容の取扱いに目を向

ける｡なお,旧学習指導要領においては,内容
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表13 新初等科学教育の目標 : ｢自然科学｣の内容に関わる資質能力 (コンビテンシー)と4テーマにおけ

る計29諸資質能力 (コンビテンシー)

内容に関わる資質能力 (コンビテンシー):

1-2学年 3-4学年

直接的な経験分野の現象と形態に際して,生命のある日 環境の簡単な生物学的化学的物理学的まとまりへの議論において,

なお,1.などの番号は原文では付されていない｡

(Inhalte)という枠は準備 されていない｡表15が,

その12テーマにおける計65の内容の取扱いである｡

表14は,旧学習指導要領 ･教科 ｢郷土及び事象教授｣

の分野別内容の取扱い (指示)の数,割合である｡

表14で示 した旧学習指導要領 ･教科 ｢郷土及び

事象教授｣の分野別内容の取扱い (指示)の数,割

合は,表10で示 した旧学習指導要領 ･教科 ｢郷土

及び事象教授｣の分野別目標の数,割合 とほぼ同じ

である｡つまり,一対一対応ではないが, 1つの目

標に対 してほぼ 1つの内容の取扱いがあることを意

味 している｡

表 15で示 した旧学習指導要領における初等科学

教育の内容 :教科 ｢郷土及び事象教授｣の分野 ｢自

然との出会い｣3区分 ･12テーマにおける計65内

容の取扱いは,内容項 目の羅列でなく,具体的にど

のようなことをするかを指示 している｡学習内容に

関して教授活動 までも指示 してお り,拘束性が大き

いことを物語っている｡
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表14 旧学習指導要領 ･教科 ｢郷土及び事象教授｣
の分野別内容の取扱い (指示)の数.割合

学習分野 内容の取扱い(指示) %

1.社会における共生 115 35.4

2.自然との出会い 65 20.0

3.空間における指導 27 8.3

4.時間とのつきあい 51 15.7

5.人間生活の保証 67 20.6

次に,新初等科学教育,つまり,新学習指導要領

における教科 ｢事象教授｣の分野 ｢自然科学｣の内

容に目を向ける｡

そもそも,｢郷土及び事象教授｣では内容の取扱
い (指示 :Hinweise和rdenUnterricht内容の取扱

い64),｢事象教授｣では内容 (知識 :Flexibel
anwendbaresGrundwissenzu弾力的な応用可能な

基礎知識55)であり,注目する枠組みが異なり,

ここでも,内容に関する拘束性が弱まっていること

を垣間見ることができる｡

表17が,その4テーマにおける計55の弾力的な

応用可能な基礎知識である｡なお,表16は,新学

習指導要領 ･教科 ｢事象教授｣分野別,｢自然科学｣
の4テーマにおける弾力的な応用可能な基礎知識の

敬,割合である｡

表15 旧初等科学教育の内容 :｢自然との出会い｣の12テーマにおける計65の内容の取扱い

12テーマ 計65の内容の取扱い

1 住まいの中の動植物 1.植物と器具の扱いを練習する

2.世話の仕方を観察し実施する (例えば,シクラメン,インパチェンス,ハイビスカス)

3.室内植物の利用を語り報告する

4.郷土の動物との体験を語り報告する

5.動物の飼い主に尋ねる

6.場合によっては,ペット収容施設の訪問

7.児童文学の絵に注目

2 1庭で 1.遠足
2.動植物 (例えば,早咲き,夏咲き,野菜,野生植物,鳥,ミミズ,モンシロチョウ,ハ

リネズミ,モグラ,テントウ虫)に注目し,語り,描き,挿絵と比較する

3.自分の庭における世話の方法を報告する

4.庭の動物との体験を報告する

5.児童文学を取り入れる

3 その他の室内用観賞植物 1.植物 (例えば,グリーンリリー,ツユタサ,コリウス,アルプススミレ,ペコニア)の

と家畜 扱いを練習する

2.利用日的 (親戚,老人,障害者へのプレゼントとしての室内植物)について相談する

3.動物 (例えば,モルモット,ゴールデンハムスター,白ネズミ,観賞魚)と道具の扱い

を練習する

4.時として,造園業 .郷土の動物保管所の訪問

5.郷土の動物について体験報告

6.児童文学の利用

7.時として,プロジェクト

8.犬とネコの部位

9.犬の種類 (番犬,猟犬など)の課題

4 牧場と公園で 1.動植物 (例えば,地域の与件にあわせて広葉樹,針葉樹 ;牧草の花 ;チョウ,ハチ,マ

ルハナパテ,リス,鳥)の注目と観察の為の遠足

2.オリジナルか図で植物の部位の名称を挙げ,記載させる

3.牧草の花を五感で感じさせ,摘み取り,飾り,描く

4.広葉樹と針葉樹とを比較する

2.各季節で約10日間にわたり気象観察をする

3.気象観察表を準備し,規則的に作る
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2.時として,農場の訪問

3.映画,絵画,図書の導入

4.動物の体験について報告

5.例えば,肉,ミルク,皮,毛など

7 畑で 1.遠足に行く:オリジナル (例えば,穀物,ジヤカイモ,ヒマワリ,ヨウシユナ夕ネ,ケ

シ,ヤグルマギク;ノスリ,ノウサギ,ノネズミ)を描き,図と比べる

2.簡単な検索本の利用

3.動物との体験に関して報告する

4.児童文学の導入

5.簡単な食物連鎖を記述する

6.果実の花の分析

2.昼間と夜の長さを計算する

3.場合によって,棒で出来る影を利用する

4.第2学年での天気観察表と第3学年の温度記録を関係づける

5.表を準備し,記録を比較し,推論する

9 郷土の絶滅危倶動植物の 1.巡検,場合によっては,標本集の準備,農家訪問

保護 2.図書の利用

3.映画,図,文書

10 森で 1.森への散策

2,探求目的を満たす,自然物 (例えば,地域の与件に従い広葉樹と針葉樹,潅木,辛;ノ

ロシカ,孤,イノシシ,キツツキ,カケス,カツコウ)の考察,観察,描写のために

3.簡単な食物連鎖を記述する

4.森の動物との体験に関して仲間同士の話

5.植物と植物の一部分の収集,標本作り

6.教室内での展示

7.自然材料で組み立てる

8.検索本を使って植物を特定する

9.場合によっては,プロジェクト

ll 動植物を比較し分類する 1.動植物の注目,記述

2.場合によっては,繰り返される遠足

3.植物収集物を準備する

4.菜をプレスし,注目し,記述し,葉の形のスケッチ,概念形成,グループ形成

2.実験 :草木の茎の断面から水の発生

3.独自の探求

4.第2学年の天気観察表を利用する

5.実験計画をし,器具を集め,扱い方を練習する (不慮の危険に注意),パートナー学習,

なお,1.などの番号は原文では付されていない｡

表16で示 した新学習指導要領 ･教科 ｢事象教授｣

の分野別,｢自然科学｣の 4テーマにおける弾力的
な応用可能な基礎知識の数,割合 と表13で示 した

新学習指導要領 ･教科 ｢事象教授｣の分野,｢自然

科学｣の 4テーマにおける諸資質能力 (コンビテン

シー)の数,割合とを比べれば,ほぼ 1つの資質能

力 (コンビテンシー)に対 して 2つの弾力的な応用

可能な基礎知識があることを意味 している｡そして,

目標区分でも有ったように,学年毎でなく,2ヶ年

や4ヶ年で履修される内容区分が採用された｡また,

その対処が,他の分野に比べ 自然科学分野で,また,

他のテーマに比べ,｢空気 ･火 ･水 ･土｣で,顕著
となっている｡

この新初等科学教育の56の内容 (弾力的な応用

可能な基礎知識)には,人間や社会にとっての意味

や意義を明記 している基礎知識が多 くある｡例えば,

利用 (8),人 (4),法 (3),有用 (3),危険

(2),保護 (2),意味 (1)を含んでいることで
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表16 新学習指導要領 ･教科 ｢事象教授｣の分野別, ｢自然科学｣の 4テーマにおける弾力的な応用可能な

基礎知識の数,割合

分野 1.社会.文化科学 2.空間 3.交通 4.自然科学 5.歴史 計 割合% 継続割合%

第1.2学年 9 24 8 27 5 53 38,97

第3.4学年 13 ll 9 29 5 67 49.26

計 (延べ) 23 16 20 65 12 136 100.00

実数計 22 15 17 56 10 120

割合% 18.48 12.61 14.29 47.10 8.40 100.80

なお,4年間継続して習得を目指す基礎知識,第1-4学年の数値は第1-2学年でも重複して数えているので,実数計はそ

れぞれ第1-2学年の数億と第3-4学年の数値の和である｡

4.自然科学 第1.2学年 第3.4学年 第1-4学年 計(延べ) 実数計 ′継続割合% 割合%

空気 .火 ,水 .土 9 8 5 22 17 29.41 33.85

天気と季節 2 3 0 5 5 0.00 7.70

植物と動物 10 12 1 23 22 4.545 35.38

自分の身体-健康維持 6 6 3 15 12 25.00 23.08

計 ?7 29 9 65 56 16.07 100.00

割合% 4154 44.62 13.85 100.00

表17 新初等科学教育の内容 : ｢自然科学｣の 4テーマにおける計56の弾力的な応用可能な基礎知識

弾力的な応用可能な基礎知級

空気 .火 .水 .土

1-2学年 3-4学年

1-生命の条件としての空気 .火 .水 .土 1-人間の関与による自然における変化

2-例えば,ヨット,風車,植物の種の散布,嵐による破壊など,風の利用と危険

2-空気の膨張,揚力

3-火の利用と熟の利用 :調理,暖房

4-火事の際の行動,火傷の原因,火傷防止処置.非常電話,消防の使命

5-水の価値と利用 3-人間.動植物にとつての洪水,汚染された飲料水や海水の結

果,例えば生物の病気や維減

6-水の特性 :無味,無臭,無色

7-水,氷 4-水蒸気

5-水の循環

6-生活用水の浄化と家庭での水使用の削減方法

8-浮く物と沈む物

9-土の種類 :砂,庭の土 7-粘土,コンポスト

8-様々な土の保水性

天気と季節

1.気象現象と記号 :曇り,雲一つない,雲のかかった, 1.天気予報 ;天気現象 :風,風向,風の強さ

曇った,降水,雨,雪 曇り,晴れ,降水,露,霜,電

その他の気象現象,請,雷

2.測候所 :温度計 2.降水と風向との測定装置

3.夏と冬における太陽の日周,冬至と夏至

植物と動物

1.家畜の行動,人間と動物との間の関係 1.有用動物の部位と種類にあった飼育 :食料,利用
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なお,1.などの番号は原文では付されていない｡

わかる｡いわば,人生で生きて働 くことの指示であ

る｡ここに,資質能力 (コンビテンシー)志向とい

う新学習指導要領の特徴が反映しているといえる｡

旧初等科学教育の64の内容 (表15参照,内容の

取扱い)には,テーマ ｢空気 ･火 ･水 ･土｣がなか

ったことに合わせて,九 空気,火,土を含む内容

の取扱いにはなく,逆に,郷土を含むものは,旧に

はあるが,新にはない ｡

新旧にある,例えば,森を含むもの,旧 :｢1.
蘇-の散策｣,｢4.森の動物との体験に関して仲間
同士の会話｣,新 :｢12.生活空間と経済空間とし

ての森の意味｣の対比から,知識内容の重視への変

更を垣間見ることができる｡ここに,いわば学問志

向によって,かつて郷土教授が事象教授に変化 して

きた流れと同じ側面を垣間見ることができる｡

なお,｢学校園｣の吸収は,新初等科学教育の56
の内容 (弾力的な応用可能な基礎知識)の中で,チ

ーマ ｢植物と動物｣の1-2学年,3-4学年にお

ける弾力的な応用可能な基礎知識に,それぞれ｢5,
学習場所学校園 (学年当たり1例)における種子植

物の発芽条件と育成｣,｢5.学習場所学校園 (学年
当たり1例)における植物の世話と生長条件｣があ

ることで,新初等科学教育の29の目標におけると

同様に,その残直を窺うことができる｡

lV.あわりに

旧東 ドイツ地区 ･ザクセン･アンハル ト邦に焦点

を当て,初等教育段階における科学教育がどのよう

に変化 してきているのかを,新旧の基礎学校学習指

導要領などを手がかりにして,明らかにしてきた｡

教科 ｢郷土及び事象教授｣の分野 ｢自然との出会

い｣から教科 ｢事象教授｣の分野 ｢自然科学｣へ,

学習分野区分から (専門科学)分野区分へ,3階層

(分野 ･区分 ･テーマ)から2階層 (分野 ･テーマ)

構成へ,2ヶ年や4ヶ年で達成される目標 ･内容区

分への変化がある｡授業時数の指示はなくなった｡

新旧テーマからは物理化学分野 ･保健分野の組み入

れを,目標そして内容からは旧教科 ｢学校園｣の吸

収を窺い知れる｡

既に,旧東 ドイツ地区 ･チューリンゲン邦に焦点

を当て,旧西 ドイツの邦の初等教育段階には見るこ

とができないグルントシューレ (初等教育段階の4

年制学校)の教科 ｢学校圃｣がどのようなものであ

るのかを,いわば学習指導要領,教科書,大学の便

覧 ･シラバスなどを手がかりにして,明らかにして

きた14'｡なお,チューリンゲン邦以外では,旧東 ド

イツ地区に位置するメクレンブルク ･フォアボンメ

ルン邦Mecklenburg-Vorpommernのグルントシュー
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レにおいては教科 ｢学校園｣が,本稿で明らかにし

てきたザクセン ･アンハル ト邦 (2005)と同様に,

既に,その独 自性を失い教科 ｢郷土及び事象科｣に

統合 (1992)されている｡

新学習指導要領における資質能力 (コンビテンシ

ー)志向kompetenzorientierterという特徴は,冒

標:内容に関わる資質能力 (コンビテンシー)にお

いて,｢- -･に際して--･を使う｣｢- 州 において-
-使う｣ となっており,状況に応 じた応用力を求め

ている表現,従来の学習 目標 とは異なり資質能力

(コンビテンシー)における弾力性や広が り (複合

性),学習内容は弾力的で応用可能で,人間や社会

にとっての意味や意義を踏まえた基礎知識,に兄い

だされる｡

最後に,本稿 とともに,拙稿4~5'で明らかにした

内容を含めて, ドイツ-3 (バイエルン//ノチューリ

ンゲン/ザクセン･アンハル ト)邦一における初等

科学教育の近年の変遷 (概要)を,表18にまとめ

てお く｡

ドイツ-3 (バイエルン/チューリンゲン//ザク

セン ･アンハル ト)邦 一における初等科学教育の近

年の変遷 (概要)は,初等科学教育を含む教科名,

初等科学教育に該当する区分などの名称で,変化や

地域的な違いがあるに拘わらず,独立した教科を設

けて行われていないままで共通しており,目標や内

杏 (テーマ)などで類似性を持つことは,更なる分

析結果を待たずに容易に推測できだろう｡

なお,本論文は,第57回理科教育学会支部大会

(平成20年11月15日,島根大学)において口頭発

表した内容に,基づいたものである｡
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